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対象年齢 中学生から 

➣アインシュタインが「幽霊」と呼んだ量子もつれを 

平易な言葉と豊富なビジュアルによってやさしく解説する   
❖もし誰かが「物理学界には 100歳以上の『幽霊』がいる」と言えば、あな
たは信じるだろうか？物理学が「幽霊」と関わっているのは間違いなく奇
妙なことである。 

❖本書では、一般の人々に神秘で奇妙な量子もつれを紹介するため
に、可能な限り通俗的な言葉を使用する。 

❖多くの人々は、些か奇妙に聞こえる量子理論を「天書」と見なし、敬遠
する。本書の執筆動機は、ズバリ人々に量子力学についてより多くを
理解し、知識を深めることであり、本書によって「深入り」までは行かずと
も、「近づく」ことはできるかもしれない。 
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